
ヤ
ス

l
ヤ
タ

仲
間
音
大
経
綜
左
衛
門
が
応
住
し
た
が
、
天
文
二
十
年

鑑
刊
し
て
、
鉱
閉
口
諮
問
大
炊
と
い
ふ
家
老
に
之
を
部

っ
た
と
認
す
る
。
大
山
田
源
左
衛
門
の
祢
は
家
長
で
あ

る。

ヤ
ス
ヰ
ア
ツ
ヨ
シ

安
井
厚
授
沼
郁
庄
五
郎

・

郡永一

・
源
左
衛
門
。
￥
保
九
年
新
番
と
な
り
、
七
二

年
新
知
百
五
十
石
で
大
小
終
制
御
右
筆
に
進
み
、
延

平
元
年
義
父
源
一
品
右
衛
門
限
徳
の
治
知
二
百
五
十
石

を
迎
ゲ
、
自
分
知
を
除
か
れ
、
安
永
中
致
仕
し
て
老

源
と
蹴
し
た
。

ヤ
ス
キ
ヨ
シ
カ
安
井
義
芳

活
府
間
叫
兵
衛
。
究

永
十
年
前
町
利
慌
に
仕
へ
て
大
小
静
組
に
列
L
、
三

百
?
仰
を
受
け
、
江
文
七
年
間
担
。
子
源
相
幽
嗣
い
で
滞
に

仕
へ
る
。

ヤ
セ
マ
チ

屋
湖
町

金
持
の
沼
町
名
。
元
政
三

年
の
火
災
記
に

『
宗
江
寺
町
・矢
瀬
川
』
、
ま
た
元
職

九
年
の
地
子
町
肝
即
戦
前
附
に

『宗
江
寺
町
・
屋
飯

町
』
と
あ
る
が
、
今
は
そ
の
名
紛
え
て
、
位
む
も
明

ら
か
で
な
い
。

ヤ
ソ
ウ
ギ
ョ
ク
ロ
野
草
玉
露
司
容
昌
凪
(
の
詠

倣
鉛
で
あ
る
と
、
羽
以
凪
加
に
杷
し
て
ゐ
る
が
、
今

存
す
る
や
否
や
は
川
ら
か
で
な
い
。

似

L
B
興
の
祢

は
、
可
制
小
説
に
多
く
柏
崎
せ
て
ゐ
る
か
ら
、
そ
れ
と

内
容
の
同
じ
い
も
の
で
あ
ら
う
。

ヤ
ゾ
ウ
ヤ
キ
瓶
蔵
前
田

l
y
ヨ
ウ
イ
Y

ヤ
キ

日
t
z
。

宇

-u
t
りわ卯

ヤ
ソ
シ
マ
テ
イ
ア
ン
八
十
島
貞
庵

部
は
仰
綱
。

父
を
詳
コ
一
と
い
ひ
、金
制
仰
の
町
箆
で
あ
っ
た
。
点
庭
、

手
保
十
年
御
感
附
に
召
出
さ
れ
て
二
百
石
を
領
L
、

刈
以
内
十
年
二
且
夜
。
子
孫
以
降
向
恭
・
東
路
・
点
庖
・

玄
仲
・〈
ヰ
安
臨
す
相
続
い
だ
。

ヤ
h
F

矢

田

江

沼
部
鈎
回
に
因
す
る
部
監
問
。
笈

恕
紀
附
に
、
矢

m村
樹
に
回
世
井
某
の
屋
政
跡
と
い
ふ

仰
が
あ
る
。
中
古
ま
で
は
、
慢
の
市
川
彰
と
て
聞
悼
の
古

木
が
多
く
存
す
る
加
が
あ
っ
た
と
あ
る
。

ヤ

賓

矢

田

羽
咋
郷
土
山
庄
に
臨
す
る
郎
監
問
。

能
山
呂
田
名
跡
志
に
、
『
印
内
村
・矢
凶
村
・栗
山
村
一
二
e
村

は
紙
抽
出
村
な
り
。
』
と
見
え
、
志
賀

mm剛
志
に
は
、
加

茂
祉
又
は
気
多
耐
の
矢

mが
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
名

を
得
た
の
で
あ
る
ま
い
か
と
し
て
ゐ
る
。

ヤ
h
F

矢
回

路
島
郡
矢
田
郷
に
闘
す
る
部
稿
。

昔
は
矢
悶
郊
と
い
う
た
。
天
文
二
年
十
周
二
日
及
び

十
九
年
二
且
九
日
の
皆
開
放
に
矢
岡
部
村
総
附
年
貸

の
訴
が
見
え
、
天
正
三
年
十
二
且
十
六
日
及
び
十
五

年
九
且
二
十
日
の
土
凹
・
加
治
辿
刊
の
朕
に
も
矢

m

m利
年
貨
の
附
舶
が
見
え
る。

ヤ
ダ
矢
駄
刑
制
同
州
加
茂
庄
に
闘
す
る
部
wm
。

ヤ
ダ
ガ
ハ
矢
駄
川

4
オ
コ
ガ
ハ
於
古
川
。

ヤ
ダ
カ
モ
ジ
ン
ジ
ヤ
矢
険
加
茂
神
社

羽
咋
郡

矢
駄
に
鎮
座
す
る
。
式
内
等
首
位
氾
に
、『
矢
駄
加
茂

制
枇
。
加
茂
庄
矢
駄
銀
座
。
和
田
川
田
一
古
。
加
茂
庄
内
四

筒
村
往
古
以
来
山
城
到
茂
領
也
。
放
削
州
都
云
。
』
と
あ

る
。
今
訟
に
加
茂
神
社
と
撃
す
る
。

ヤ
h
p
ガ
リ
ュ
ウ
矢
田
我
御
河
北
山
詩
的
の
う

ち
庄
の
人
。
総
筆
に
就
い
て
側
絡
を
邸
び
、
浩一
-d

と

も刷出
L
、

一
水
胞
を
文
凡
し
、
後
X
見
風
会
と
も
い

う
た
。
明
治
十
二
年
九
且
十
八
日
波
、口
千
年
六
十
七
。

ヤ
主
ゴ
ウ
八
回
郷

江

沼

部
の
古
郷
名
。
和
名

抄
に
、
『
八
問
、
也
多
』
と
あ
る
o
後
矢

mm町
と
い
ふ

も
の
之
に
拡
る
と
い
は
れ
る
。

ヤ
タ
ゴ
ウ
八
田
郷
鹿
島
都
の
古
郷
名
。
利
名

抄
に
也
太
と
訓
じ
、
承
久
三
年
註
池
の
能
E
R
凶
回
数

回
録
に
、
『
入
田
郷
四
段
云

h
k

』
、
文
泊
三
年
品
川
徐
閥

麟
の
大
明
寺
殿
七
閥
思
法
制
に
、『
邸
ぬ
籾
入
問
郷
府

中
居
住

-zk
』
な
ど
見
え
る
。
滞
政
時
代
に
な
っ
て

ハ
ク
タ

は
、
そ
れ
が
矢
旧
制
畑
と
入
国
郷
と
に
別
れ
た
。

ヤ
タ
ゴ
ウ
矢
田
郷
臨
応
部
に
闘
し
、
滞
政
時

代
で
は
、
後
品
・
所
口
・
府
中
・
天
刑
川
駅
・
藤田川
・古

府
醗
野
・
小
池
川
駅
・古
城
・古
屋
政
・
品川町
・凶
分
・

細
口・
白
馬
・矢
悶
・
持
向
・小
島
の

十
七
夕
村
と
昨
山
口

ヤ
ス
ヨ
シ
ハ
チ
マ
ン
ジ
ン
ジ
ヤ
安
吉
八
幡
紳
社

石
川
端
安
吉
に
鎮
座
す
る
。
式
内
容
部
批
犯
に
、
『安

古
口
入
幡
神
社
。
山
口
M

郷
安
吉
村
銀
座
。
笛
枇
也
。
』
と

い
ひ
、
加
越
能
郡
跡
絡
に
は
、『
安
土
口
領
の
内
入
栃
凶

と
巾
開
山
有
之
候
。
長
十
附
前
側
五
附
科
有
之
町
を
巾

候
。
此
近
訟
に
八
岬
酬
の
紳
舵
有
之
候
。

右
入
腕
凶
の

前一
卜
Mm
な
〈
」
迎
。
候
へ
ば
、
即
町
山
地
仕
候
同
古
来
ょ
。

巾川
田
候
。
』
と
あ
る
。

今
山
島
入
幅
制
枇
と
群
す
る
。

ヤ
ス
ヨ
シ
ホ
安
吉
保

石

川

郡
に
在
っ
た
。
肱

諒
制
日
銀
克
正
五
年
七
且
世
間
日
の
僚
に
、『
洪
恩
院

領
加
賀
凶
安
吉
保
、
自
慈
受
院
御
抑
制
可
役
選
附
之

官断
、
以
資
膝
四
郎
右
衛
門
可
被
仰
利
之
問
中
、
井
寺
領

安
場
之
車
、
以
先
御
利
五
泊
翠
懸
御

H
也
云

々
。
』
と

あ
る
。
洪
恩
院
は
山
城
嵯
枠
制
で
あ
る
。

ヤ
ス
ヰ
ア
キ
チ
カ
安
井
額
比

容
は
士
附
。
幼

名
邸
太
郎
、
後
和
介
。
的
制
山

χ
は
背
判
と
脱
し
た
。

天
保
一元
年
六
月
十
二
日
小
松
に
生
ま
れ
、
父
山剖
h

仇の

後
を
刷
出
ぎ
て
二
百
二
十
石
を
泣
け
、
叫
が
永
六
年
金
制作

に
院
佐
し
、
山
皿
作
都
行
・
枇
特
例
町
柿
円・

液
鑑
奉
行
・

別
枠
制
館
主
務
朱
軍
艦

m務
に
隠
任

L
、
明
治
の
後
付

太
政
官
御
用
同
日
・
陸
後
附
利
厚
・
金
搬
出
柿
椴
大
参
厚

相
同
総
院
協
同
H

・
前
附
氏
家
扶
等
と
成
っ
て
ほ
間
協
附
置
燃

の
時
に
及
ん
だ
。
前
後
樹
脂

χ
ロ
に
枕
か
ず
、
私
に

心
を
附
郁
に
掲
く
L
、
明
治
サ
六
年
九
Hn
七
日
夜
し

た
。
享
年
六
十
四
。

ヤ
ス
ヰ
ア
キ
ミ
チ
安
井
回一
温
泌
制
牢
右
衛
門
。

平
保
九
年
新
殺
に
列
L
、
二
十
年
強
父
似
太
夫
議
長

の
也
知
百
五
十
石
を
街
し
、
後
七
十
石
を
加
へ
、
明

和
三
年
七
月
サ
九
制
六
十
九
訟
を
以
て
残
し
た。

八
六
二

ヤ
h
m
/
ヨ
ウ
ス
イ
矢
田
野
用
水

江
沼
郡
矢

m

野
九
今
村
を
新
関
す
る
鍔
に
通
じ
た
用
水
間
前
で
一
に

町
(
七
庖
)
と
を
含
ん
で
町
た
。

ヤ
h
F
ゴ
ウ
テ
ン
ジ
ン
シ
ヤ
矢
田
郷
天
神

社

臨

烏
郡
矢
悶
に
在
っ
て
、今
は
訟
隠
天
齢
制
と
帯
す
る
。

式
内
等
笛
枇
担
に
、『矢

m郷
天
利
則
。
矢
旧
郷
矢
田

村
松
岡
山
銀
鼠
。
般
都
a
松
陪
天
神
刊
五
凶
村
之
惣
耐

也
。
』
と
あ
る
。

ヤ
生
シ
ョ
ウ
八
回
庄

江
泊
郁
に
在
っ
た
。
魅

E
R
m
u
=
一
州
芯
来
凶
摘
況
の
江
沼
加
古
郷
の
註
に
、
額

m庄
加
納
入
問
庄
が
正
治
元
年
か
ら
天
正
八
年
ま
で

巾
悦
家
領
で
あ
っ
た
と
但
し
、
江
川
山
芯
前
に
は
、
八

回
庄
の
笛
名
は
入

m郷
で
、
後
の
矢
川
野
九
令
村
に

治
る
と
す
る。

ヤ
h
F
シ
ン
矢
田
新

江
泊
榔
向
問
に
制
す
る
矢

閃
の
一
郊
で
あ
っ
た
が
、
大
山
由
寺
滞
で
は
一
一
利
と
し

て
取
扱
う
て
ゐ
た
。
今
も
釘
文
部
訴
と
す
る
。

ヤ
主
シ
ン
矢
田
新

鹿
島
郡
矢
川
郷
に
留
す
る

部
訴
。
矢
加
新
の
名
は
、
文
政
の
村
山
相
巾
に
見
え
ず

し
て
、明
治
の
初
年
に
悦
に
閉山縦
さ
れ
て
ゐ
る
か
ら
、

滞
未
の
切
箔
立
郎
wm
に
な
っ
た
も
の
で
あ
ら
う
。

ヤ
生
シ
ン
メ
イ
シ
ヤ

矢

国
神
明
社

血

応

部
矢

聞
に
在
っ
た
。
式
内
等
留
枇
記
に
、
『矢
側
一
同
明
枇
。

矢
川
村
銀
座
。
初
日
】
明

m
m跡
明
宮
4

山
旧
制
也
0
』
と

あ
る
。
後
矢

m榊
耐
と
い
ひ
、
大
正
四
年
目
宮
前
副

に
合
併
し
て
真
に
そ
れ
を
矢
川
抑
制
と
い
ふ
こ
と
に

な
っ
た
。

ヤ
h
z
J

矢
田
野

江

別

柑
能
楽
街
に
臨
す
る
部

古
川
。
大
山
師
寺
滞
で
は
、
{日出
・m
相
手
・
仙
川
町
・
小
山
・
巾

村
・大
野
・版
刷
・商
泉
・
山
野
の
惣
名
を
矢
山
野
九
テ

村
と
い
ひ
、
延
鈴
七
年
新
聞
の
地
で
あ
っ
た
。
叉
是

等
の
う
ち
富
山
を
除
い
て
、
御
畑
入
ヶ
村
と
い
ふ
こ

と
も
あ
っ
た
。


